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10 月 28 日（月）、山口県庁漁業調整委員

会室において本協議会は、【新規就農者の確

保・育成】及び【法人間連携】をテーマに「山

口県農林水産部との意見交換会」を開催しま

した。 

協議会役員等２２名、山口県農林水産部８

名、計３０名が出席しました。 

意見交換会では、（農）宮尾営農組合岩木

紘代表、（有）名田島農産秋本清夫社長、（農）

ファームつるの里大中巌代表、（農）羽賀台

共同生産組合藤田芳昭代表の４名が、【人材

育成・確保】について、研修会等への支援、

次世代農業に対応出来る人材育成、ＧＡＰの推進等地域が抱える課題、県事業の必要性等につい

て発言しました。 

また、（農）内日三町生産組合の弘川恒久代表、（農）石城の里河村雅春代表、（農）切畑ファー

ム原田道昭代表の３名が【法人間連携】について、法人間連携の地域での取組の現状と課題、県

事業による支援の必要性等について発言しました。 

集落営農法人が、地域や地域農業の維持発展に無くてはならない存在となる中、意見交換会で

は、地域での活動を踏まえた現場の生の声が多く出され、実りある意見交換会となりました。 

 

 

 

 

10 月 8 日（火）、ＪＡビル４階会議室において

「第３回協議会役員会」を開催し、協議会役員７名

等２８名が出席しました。 

役員会に引き続いて、ＪＡ山口県金子組合長、村

上副組合長、折込専務ならびに担当理事等が加わ

り、「生産資材引き下げに係る意見交換会」を開催

しました。 

意見交換会では、金子組合長より「スケールメリ

ットの創出を組合員と共に不断の改革により実践

し、また、組合員の皆様のご意見をお聴きし、組合員・ＪＡが一体となって事業をすすめて参り

たい。今後も会合を持ちたい。」との発言がありました。 

 

 

 

 

8 月 23 日（金）、ＪＡビル４階ホールに

おいて「第１回広域連携組織部会」を開催し、

会員法人等７３名が出席しました。 

本協議会では、広域連携組織間での情報共

有や新たな広域連携組織の育成を進めるた

め広域連携組織部会を設置しています。 

今回の部会では、広域連携組織（法人連合

体）が取り組む共同事業に焦点をあて、地域・

経営資源を活用した事業展開の可能性につ

いて検討を行いました。 

まず、萩アグリ（株）取締役長尾忠敏氏に

萩アグリの設立経過・概要・今後の取組み等

について事例紹介を行っていただきました。 

次に、島根県農業技術センター専門農業普及員陶山研治氏から、島根県の広域連携に取組むき

っかけ・目指す姿・広域連携を進める際のポイント等についてご講演をいただきました。 

また、長尾氏と陶山氏をパネラーとし県農林総合技術センターの野村主幹をコーディネーター

として総合討議が行われ、事例発表や講演を踏まえ、なぜ、どうやって、どのように、取組を進

めたのか等、取組のポイントについてより詳しく検討を行いました。 

 

 

 

 

11 月 3 日（日）、若手法人就業者サーク

ル「百姓錬磨の会」は、道の駅潮彩市場防府

において開催された「第３７回山口県立農

業大学校農大祭」に出展しました。 

会のメンバー１７名のうち、仁多新太郎

リーダーをはじめ７名のメンバーが参加し

ました。 

農大祭では、参加メンバーが一致団結し

て、タピオカドリンクの製造から販売まで

を行い、行列が出来るほど盛況でした。 

また、当日は、活動をアピールするため、

お揃いの「百姓練磨の会ポロシャツ」で参加

するとともに、他の若手就業者サークルの

メンバーなどとも交流を深めました。 
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百姓練磨の会が「農大祭」へ出展 

「第 1 回広域連携組織部会」を開催 

「山口県農林水産部との意見交換会」を開催 

協議会役員とＪＡ山口県との「生産資材引き下げに係る意見交換会」を開催 
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11 月 5 日（火）、高知市の三翠園において、広島、山口、島根、大分、高知の５県の集落営農

法人連携協議会が合同主催で、【つなぐ～世代をつなぐ、組織をつなぐ、地域をつなぐ～】をテ

ーマに、「５県集落法人等連絡協議会サミット」を開催しました。当協議会の役員等９名が参加

しました。 

サミットでは、５県の協議会ごとに代表

者が法人間連携について、事例発表を行い、

当協議会からは（有）名田島農産代表取締

役秋本清夫氏が「山口市名田島地域におけ

る集落営農法人連合体の設立について」と

題して、事例発表を行いました。 

また、集落営農法人における地域づくり・

人材の確保育成等をテーマとして、農山村

地域経済研究所の楠本雅弘氏がコーディネ

ーターを努め、報告者５名をパネラーとし

てパネルディスカッションが行われまし

た。本サミットの来年度の開催場所は広島県の予定です。 

 

 

 

 

11 月 11 日（月）、ＪＡビル４階ホールにお

いて「令和元年度農作業安全研修会」を開催しま

し、会員法人等６６名が出席し熱心に受講され

ました。 

研修会では、【人の生命と安全】にかかわるこ

とであり、参加者の皆さんは真剣に受講されて

いました。 

研修では、まず、県農業振興課の村田主任が農

作業事故の実態について、他産業では、業界をあ

げて事故防止に取り組み、過去３０年間で死亡

事故を大きく減少させているが、農作業死亡事故は減少していないと報告しました。 

次に、農研機構革新工学センターの皆川研究員が農作業現場改善について、トラクター、刈り

払い機等を事例にこれからの安全対策の考え方を説明しました。 

また、農作業安全コンサルタントの厚東氏が企業経営における労働安全衛生マネジメントにつ

いて、経営トップ自らが安全を対処すべき経営課題として認識すること、安全な環境を職場風土

とすること等について説明しました。 

さらに、東京農業大学の半杭准教授がＧＡＰの取り組みと農作業安全とを結びつけて推進でき

ることを説明しました。 

 

 

 

 

11 月 20 日（水）、山口県立農業大学校講堂におい

て、「第２回消費税軽減税率制度導入に係る研修会」を

開催し、会員法人等６６名が参加しました。 

研修会では、ＪＡ山口中央会の金子裕之氏から消費

税改正に伴い、取引の際に発行する請求書等の記載内

容が一部追加になること、帳簿上、軽減税率対象品目

の取引である旨新たに記載する事が必要になること

等の情報提供がありました。 

引き続き、住江忠彦税理士事務所住江忠彦税理士より消費税軽減税率制度の実務について説明

を受けました。 

 

 

 

11 月 20 日（水）、山口県立農業大学校パソコン室

において「第２回経営管理研究会」を開催し、資源点

検実施法人等２１名が出席しました。 

本年度の経営管理研究会では、「我が法人の総点検」

をテーマとして、多くの会員法人が将来計画を立て、

法人の経営安定・継承につながるよう、各地域法人協

単位で「将来を見据えた法人内部の資源点検」の実施

を積極的に進めることにしています。 

研究会では、山口県農林総合技術センター野村悟治氏から資源点検実施方法等の説明を受け、

各出席法人が持参した資料をもとにパソコンにデータを入力していきました。 

入力後、結果について論評し合うなど活気に溢れた研究会でした。 

 

 

 

 

11 月 26 日（火）、28 日（木）、29 日（金）の３日

間、サンフレッシュ山口において「消費税改正に伴うソリ

マチ農業簿記研修会」を開催し、会員法人役員、会計担当

者等３８名が参加しました。 

研修会では、ソリマチ（株）農業情報営業部岩下桂氏か

ら、実際にパソコンを使いながら、ソリマチシステム「農

業簿記１１」での消費税変更に対する対応や軽減税率導入

に伴う仕訳入力等について説明を受けました。 

参加者から様々な質問が出され充実した研修会でした。 

「消費税軽減税率制度研修会」を開催 「５県サミット」へ参加 

「農作業安全研修会」を開催 

「ソリマチ農業簿記研修会」開催 

「経営管理研究会」を開催 


